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7
月
10
日
に
高
島
平
駅
前

で
「
現
行
の
保
険
証
の
存
続

を
求
め
る
」
宣
伝
・
署
名
行

動
を
女
性
の
会
で
行
い
24
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
1
時
間

の
間
に
チ
ラ
シ
1
8
3
枚
を

配
布
し
、
署
名
は
1
8
9
筆

集
ま
り
ま
し
た
。

署
名
を
書
き
な
が
ら
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
っ
て
な

に
？
」
と
、
カ
ー
ド
自
体
を

知
ら
な
い
方
が
い
た
り
、「
通

院
し
て
い
る
け
ど
特
別
困
っ

て
い
な
い
」
と
、
現
行
の
保

険
証
に
不
便
を
感
じ
ず
、
紐

づ
け
を
予
定
し
て
い
な
い
と

い
う
声
も
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
の
宣
伝
行
動
を
通
じ

て
、
保
険
証
が
無
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
、
知
ら
な
い

方
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

廃
止
予
定
は
12
月
2
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
存
続
を
求
め
る
活
動
を

続
け
、
広
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

7
月
12
日
に
時
折
強
め
の

雨
が
降
る
中
、
建
設
従
事
者

の
処
遇
改
善
を
求
め
、
予
算

要
求
集
会
が
開
催
さ
れ
、
板

橋
支
部
か
ら
は
38
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
う
だ
る
よ
う

な
暑
さ
の
中
、
都
庁
第
2
庁

舎
前
に
集
ま
り
、
東
京
都
の

各
局
や
都
議
会
各
会
派
に
向

け
た
要
請
と
集
会
を
行
い
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
に
移
動
し
て
の
集
会

と
な
り
、
全
国

か
ら
2
0
0
1

人
の
仲
間
が
集

ま
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
で

は
毎
年
、
厚
生

労
働
省
・
東
京

都
・
財
務
省
に
、

国
保
へ
の
予
算

要
求
運
動
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
8
月
・
9
月

は
東
京
都
へ
の
は
が
き
要
請

で
す
。

土
建
国
保
へ
の
予
算
を
確

保
し
、制
度
を
守
る
こ
と
は
、

組
合
を
守
る
こ
と
に
な
り
、

団
結
の
力
で
仲
間
の
仕
事
と

く
ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
組
合
員
は
も
ち

ろ
ん
、
ご
家
族
も
総
出
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・慌ててマイナ保険証をつくることなく、
これまでの保険証と同じように「資格確
認書」をもっていけば診察を受けること
ができます。すでにマイナ保険証に移行
している人には「資格情報のお知らせ」
が発行されますが、原則「資格情報のお
知らせ」だけでは診察を受けることがで
きません。
・「やっぱり資格確認書が欲しい！」と
いう人は、10月以降マイナ保険証の利用
登録の解除を土建国保に申請することが
できる予定です。
現在の土建国保加入者には、来年の保

険証交付会の時に、マイナ保険証を持っ
ていない人には「資格確認証」を、マイ
ナ保険証を持っている人には、「資格情
報のお知らせ」を交付します。

連
日
朝
か

ら
の
酷
暑
は

年
々
深
刻
さ

を
増
し
て
い

る
。
先
日
、

支
部
の
前
を

通
行
中
の
人

が
「
建
物
の
前
で
倒
れ
て
い

る
人
が
い
る
か
ら
救
急
車
を

呼
ん
で
ほ
し
い
」
と
事
務
所

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
炎
天

下
の
中
で
出
歩
く
の
も
命
懸

け
だ
▼
大
気
が
不
安
定
に
な

る
と
、
襲
っ
て
く
る
の
が
ゲ

リ
ラ
豪
雨
。
突
然
空
が
暗
く

な
り
、
「
ま
ず
い
‼
」
と
思

う
暇
も
な
く
底
が
抜
け
た
よ

う
な
土
砂
降
り
。
セ
ッ
ト
で

雷
神
が
荒
れ
狂
う
。
落
ち
て

く
る
場
所
は
運
次
第
。
下
で

暮
ら
す
人
間
に
と
っ
て
は
、

電
化
製
品
は
無
く
て
は
な
ら

な
い
生
活
必
需
品
な
の
で
、

機
能
停
止
し
て
し
ま
う
と
た

ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
人

間
っ
て
な
に
も
で
き
な
い

な
、
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
▼

能
登
半
島
の
被
災
地
は
な
お

さ
ら
だ
ろ
う
。
東
京
土
建
で

は
、
全
建
総
連
東
京
都
連
の

一
員
と
し
て
、
応
急
仮
設
住

宅
の
建
設
の
た
め
の
、
労
働

者
供
給
事
業
の
仮
登
録
を
進

め
て
い
る
が
す
で
に
、
仮
設

建
設
支
援
に
入
っ
て
い
る
仲

間
か
ら
、
現
場
の
深
刻
さ
が

報
告
さ
れ
て
い
る
▼
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
災
害

に
も
ま
し
て
復
興
が
進
ん
で

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
特
殊

な
地
形
の
せ
い
だ
け
な
の

か
、
と
考
え
て
し
ま
う
。
何

か
で
き
る
こ
と
は
無
い
の
か

思
い
を
巡
ら
し
て
い
る
。

現
行
保
険
証
存
続
を
求
め

現
行
保
険
証
存
続
を
求
め

8月9月は東京都への
予算要求はがきに
ご協力お願いします

高
島
平
で
宣
伝
行
動

高
島
平
で
宣
伝
行
動

女
性
の
会
事
務
局
次
長

大
平
友
美

ハンドマイクデビュー

都庁前で団結ガンバロー

心
配
事
は

組
合
へ
ご
相
談
を

予算要求集会予算要求集会

丁寧に説明して署名してもらいます

慌ててマイナ保険証の
手続きをしなくても大丈夫
慌ててマイナ保険証の
手続きをしなくても大丈夫

雨にも負けず雨にも負けず

傘
の
花
咲
く
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

東京都豊島区西池袋5－22－15
※板橋〈3963〉5 3 2 5

電話 練馬〈3825〉5 5 2 2
北〈5390〉6 0 2 1
豊島〈3986〉2 4 7 1

発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）
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テ
レ
ビ
撮
影
は

技
術
の
た
ま
も
の

海
が
好
き
な
私
は
、
し
ば
ら

く
海
に
潜
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
企
画
で
展
示
し
て
あ
る

「
操
作
で
き
る
水
中
カ
メ
ラ
」

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
番
組
で
、
深
海
の
様
子
や
海

外
の
美
し
い
海
の
サ
ン
ゴ
礁
や

熱
帯
魚
な
ど
を
観
る
事
が
で
き

る
の
は
、
放
送
機
材
の
向
上
の

お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
で
き
ま
し
た
。
他
に
8
千

メ
ー
ト
ル
超
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

や
、
遠
く
離
れ
た
宇
宙
空
間
ま

で
、
私
た
ち
が
見
た
こ
と
も
な

い
世
界
を
映
し
出
す
挑
戦
が
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
今
後
の
楽
し
み

が
増
す
ば
か
り
で
す
。

新
聞
づ
く
り
に
無

我
夢
中

今
回
取
材
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

博
物
館
の
様
子
を
組
合
員
さ
ん

に
伝
え
て
読
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
何

を
ど
う
書
け
ば
い
い
か
な
ど
、

試
行
錯
誤
し
て
記
事
を
作
成
し

ま
し
た
。
ふ
だ
ん
新
聞
を
読
ん

で
い
な
い
人
が
多
い
中
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
紙
面

を
め
ざ
し
て
、
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

7
月
27
日
28
日
に
、
板
橋
支
部
教
宣
学
校
が
お
こ
な
わ

れ
、
港
区
愛
宕
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館
を
訪
ね
、
日
本
機

関
紙
協
会
の
伊
藤
篤
先
生
の
指
導
の
も
と
、
分
会
の
仲
間

に
読
ん
で
も
ら
え
る
新
聞
作
り
を
学
び
ま
し
た
。
各
分
会

の
ほ
か
、
イ
キ
イ
キ
会
や
女
性
の
会
か
ら
2
日
間
で
17
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
２３
区
の
最
高
峰

愛
宕

山
山
頂
に
あ
り
ま
す
が
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
昇
れ
ま
す

「
こ
の
上
で
す
と
言
わ
れ
て

見
上
げ
る
と
、
な
ん
と
終
わ
り

が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
長
い
階

段
、
昇
ら
な
い
と
着
か
な
い
か

と
呆
然
と
し
ま
し
た
が
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
」
（
上
赤
成
増

丸
谷
美

由
紀
さ
ん
）

7
月
14
日
、
労
働
学
校
を

開
校
し
、
28
人
の
仲
間
が
参

加
、
午
前
中
は
、
代
々
木
法

律
事
務
所
の
大
井
弁
護
士
を

講
師
に
第
1
講
「
憲
法
と
建

設
労
働
運
動
」
。
午
後
か
ら

は
東
京
労
働
者
学
習
協
会
の

江
口
先
生
を
講
師
に
第
2
講

「
新
自
由
主
義
と
闘
う
世
界

と
日
本
の
労
働
運
動
」
の
学

習
を
し
ま
し
た
。

2
つ
の
講
義
と
も
、
1
時

間
程
度
の
講
演
の
後
、
参
加

者
の
質
問
に
答
え
る
時
間
を

た
っ
ぷ
り
と
取
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
日
常
の
報

道
や
家
族
と
の
会
話
の
中
で

感
じ
て
い
る
疑
問
や
不
安
、

憤
り
な
ど
、
次
々
と
手
が
上

が
り
、
1
問
1
答
、
講
師
か

ら
答
弁
・
解
説
を
す
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
、
「
そ
う
い

う
こ
と
が
聞
き
た
か
っ
た
」

「
そ
う
い
う
こ
と
か
」
と
講

義
の
内
容
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
1
講

憲
法
と

建
設
労
働
運
動

例
え
が
身
近
で
わ
か
り
や

す
か
っ
た
。
憲
法
が
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
稚
拙

な
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て

い
た
だ
き
と
て
も
分
か
り
や

す
か
っ
た
。
一
人
で
は
何
も

で
き
な
い
、
変
わ
ら
な
い
と

あ
き
ら
め
な
い
で
、
で
き
る

と
信
じ
て
団
結
す
る
こ
と
が

大
事
。
質
疑
応
答
で
、
数
多

く
の
白
熱
し
た
時
間
に
な
っ

た
。
憲
法
他
の
問
題
で
難
し

い
割
に
は
有
意
義
な
時
を
過

ご
せ
た
。

第
2
講

新
自
由

主
義
と
闘
う
世
界

と
日
本
の
労
働
運

動難
し
い
内
容
で
し
た
が
と

て
も
聞
き
や
す
く
、
お
昼
の

後
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
時
間

が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
新
自
由
主
義
と
は
、
今

ま
で
あ
っ
た
良
い
と
こ
ろ
を

壊
す
も
の
と
知
っ
て
び
っ
く

り
。
新
自
由
主
義
の
本
質
が

見
え
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本

は
ど
う
な
る
の
か
。
子
ど
も

や
孫
に
恥
じ
な
い
も
の
に
し

た
い
と
思
っ
た
。
労
働
組
合

が
重
要
だ
と
い
う
事
が
わ
か

っ
た
。
世
界
で
は
労
働
運
動

に
よ
っ
て
変
っ
て
い
く
こ
と

が
分
か
っ
た
。

知は力

楽しく学んだ労働学校

今
年
の
教
宣
学
校
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館

白熱した質疑応答で
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吉
田

広
基

徳
丸
分
会

徳
丸
分
会

水中カメラの数々

ＮＨＫ放送博物館
営業時間
午前9時30分～午後4時30分

入館料 無料
休館日 月曜日・年末年始
住所 港区愛宕2―1―1
アクセス 都営三田線御成門から徒歩10分

参
加
者
か
ら
の
感
想
を

一
部
紹
介
し
ま
す

参
加
者
か
ら
の
感
想
を

一
部
紹
介
し
ま
す

大
井
先
生

江
口
先
生

編集作業にいそしむ吉田さん

館内案内板

多くの仲間が受講しました
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応募資格
入 学 金
授 業 料

18 才以上、働きながら学ぶ意欲のある方
3万円
月額 31,000 円（非組合員 48,000 円）教科書・道具代 別途実費
雇用保険加入者は賃金助成制度適用あり
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今
年
は
、
冬
場
か
ら
比
較

的
暖
か
い
日
が
多
く
、
果
樹

全
般
の
生
育
が
大
幅
に
進

み
、
か
な
り
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
の
デ
ラ
ウ
エ
ア
は
、

着
粒
数
が
多
く
摘
粒
作
業
に

い
つ
も
よ
り
時
間
を
取
ら
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
1
回
目

の
ジ
ベ
処
理
が
ち
ょ
っ
と
遅

め
に
な
っ
た
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（
※
摘
粒
（
て
き
り
ゅ
う
）

作
業
と
は
、
実
が
大
き
く
な

っ
て
割
れ
な
い
よ
う
に
適
度

に
粒
を
間
引
く
作
業
の
事
を

言
い
ま
す
）

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

の
は
7
月
末
な
の
で
す
が
、

先
日
の
秋
田
山
形
の
大
雨
の

影
響
も
あ
り
、
実
割
れ
が
で

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
増

え
な
い
で
ほ
し
い
も
の
で

す
。

「
節
目
年
齢
」
に
該
当
す

る
方
で
「
節
目
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
）
」
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、「
土
建
国
保
ガ
イ
ド
」
健
診
契
約
機
関
一
覧
（
ま
た

は
東
京
土
建
国
保
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
の
「
自
己
負
担

額
」
欄
に
、
検
査
名
と
金
額

の
あ
る
健
診
機
関
に
各
自
で

予
約
を
し
て
、
2
0
2
5
年

3
月
31
日
ま
で
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
節
目
健
診
（
人

間
ド
ッ
ク
）
は
、
東
京
土
建

健
診
の
検
査
項
目
に
加
え

て
、
胃
カ
メ
ラ
ま
た
は
胃
バ

リ
ウ
ム
の
他
、
眼
圧
、
呼
吸

機
能
検
査
、
腹
部
エ
コ
ー
検

査
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、

「
保
険
証
」
と
「
受
診
券
」

（
保
険
証
に
つ
い
て
い
ま
す
）

を
持
っ
て
受
診
す
る
と
、
2

5
、
0
0
0
円
（
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
を
追
加
す
る
場
合
は
5

0
、
0
0
0
円
）
を
差
し
引

い
た
金
額
（
「
土
建
国
保
ガ

イ
ド
」
又
は
健
診
契
約
機
関

一
覧
の
自
己
負
担
額
を
参

照
）
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。注

意

・
な
お
「
節
目
健
診
」
の
対

象
者
は
、
「
節
目
健
診
」

ま
た
は「
東
京
土
建
健
診
」

の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の

補
助
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
受
診
者
の
都
合
で
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
検
査
（
胃
バ
リ

ウ
ム
、
胃
カ
メ
ラ
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
）
が
あ

っ
た
場
合
で
も
、
自
己
負

担
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

小豆沢病院健診センター ☎03－3968－7041
板橋区小豆沢1－6－8

下赤塚診療所 ☎03－3979－6361
板橋区赤塚2－9－4－1Ｆ

小豆沢病院付属高島平診療所 ☎03－3932－3394
板橋区高島平8－1－1

坂下診療所 ☎03－3966－3349
板橋区坂下1－12－20

林クリニック ☎03－3956－2090
板橋区小茂根4－28－14

ＩＭＳ ＭＥ－ＬＩＦＥ
クリニック板橋 ☎03－3967－1515

板橋区小豆沢2－23－15
《問い合わせ先》東京土建板橋支部 ＴＥＬ 03－3963－5325

求

人

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
土

木
施
工
管
理
技
士
・
電
気
工

事
現
場
管
理

社
員
等
2
人

／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
／
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野
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台
分
会
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※
求
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職
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掲
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お

申
し
込
み
は
支
部
事
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所
☎
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9
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5
ま
で
。

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

日 程 表
2024年8月

機関会議など
書記局会議2時～

青年部城北B会議
分会長会議
共済審査

2024年9月
機関会議など

中執
書記局会議～…事務所閉まります 四役・常任

執行委員会
発送

書記局会議2時～

事業所訪問
事業所訪問
訪問行動

イキイキ会イベント

組合活動
看板行動

熟年のつどい

日曜行動・防災セミナー

組合活動

納入日
（納入日）

活動者会議
本部登録

職員研修

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

2024年度の節目健診（人間ドック）対象者
1984（昭和59）年4月1日～1985（昭和60）年3月31日生まれ
1979（昭和54）年4月1日～1980（昭和55）年3月31日生まれ
1974（昭和49）年4月1日～1975（昭和50）年3月31日生まれ
1969（昭和44）年4月1日～1970（昭和45）年3月31日生まれ
1964（昭和39）年4月1日～1965（昭和40）年3月31日生まれ
1959（昭和34）年4月1日～1960（昭和35）年3月31日生まれ
1954（昭和29）年4月1日～1955（昭和30）年3月31日生まれ

※誕生日の前でも受けることができます。

40歳
45歳
50歳
55歳
60歳
65歳
70歳

問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL ０３‐３９６３‐５３２５

板橋区内の健康診断 提携病院一覧
※平日も受診できます。予約して受診してください。

2024年9月22日（日）
【申込締切】9月2日（月）
【実施場所】小豆沢病院（定員70名）（予約が必要です）

お
き
た
ま
が
日
本
一
の

生
産
地

デ
ラ
ウ
エ
ア

◇平日の健診もご利用ください

節
目
健
診（
人
間
ド
ッ
ク
）の
ご
案
内

日曜健康
診 断 の
ご 案 内

※書記局会議は事務所閉まります

群
会
議
オ
ル
グ

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


